
県立高等学校重点校制度に係る成果報告書 

学校名 鳥取中央育英高等学校 

重点項目 県外生徒募集重点校 提出日 平成３１年４月２６日 

 

１ 学校目標 

克己の徳を備えた人間力豊かな生徒の育成 

（１）高い志と自ら学ぶ力       （２）確かな学力と公共の精神 

（３）自らを律する力と他を思いやる心 （４）率先して行なう勇気と協力して成し遂げる知恵 

（５）健やかな体と感動する心 

２ 重点項目に係る目標・成果 

目標 成果 

緑風寮をもつ本校の特徴を生かし、県外募集定員枠

の拡大ともに、競技力に優れた生徒の募集に力を入れ、

スポーツを中心とした学校の更なる活性化と全国大会

で活躍する生徒の一層の増加を目指す。 

＜数値目標＞ 

競技力に優れた県外中学生入学者数 １学年２０名 

 顧問による県外中学での学校説明などにより、

目標には届かなかったが、県外から８名の中学生

の受検があり、７名（推薦入試５名・一般入試２

名）が合格した。 

＜数値結果＞ 

競技力に優れた県外中学生入学者数 今年度７名 

（陸上競技２名、レスリング１名、水球１名、男子

バレーボール３名） 

３ 実施事業 

【高等学校課事業】 

・スポーツ・文化芸術活動重点校に関わる事業（独自事業で実施） 

・鳥取県移住フェア（６月１０日）への参加 

【独自事業】 

・高校体験入学の実施（７月３０・３１日実施。県外中学生５名が参加） 

・県外大会の視察（水球部及びバレーボール部顧問によるＪＯＣ大会の視察） 

・顧問による県外中学における学校説明（７回実施）（陸上４、水球１、バレーボール１、レスリング１） 

４ 総合所見（成果・評価） 

・目標に達することはできなかったが、顧問による大会視察や学校説明により、受検生数は８名に増え、合

格者は７名となった。その結果、令和元年度の県外中学出身生の在籍者数は１９名となり、平成３０年度よ

りも６名増えた。 

・緑風寮の定員は４０名であるが、競技力向上のために通学困難な県内出身者も入寮している。近隣の受入

先も模索したが、倉吉北高校の寮以外にはなかなか見つからず、緑風寮の増築がない限り県外生の入寮は１

学年１０名が限界であり、次年度の目標を１０名に下げることとした。 

・国体１００ｍ少年Ｂによる優勝者は県内出身者であるが、県外からの有力選手と切磋琢磨する雰囲気があ

り、中国新人大会でも県内外選手で出場した４００ｍリレーにおいて中国新人大会で優勝するなど、実績に

結びついている。 

・競技成績が県外中学生に対する本校最大のアピールになることから、今後ともスポーツ・文化重点校制度

の事業を活用しながら、在校生の競技力向上に努めたい。 

※枚数任意 

様式２ 


